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低水護岸

築堤・堤防強化 築堤・堤防強化

施工高HWL+0.5m

河道掘削

洪水の流下を阻害する橋梁の架替を行う。
・計画高水位高の築堤(施工高は計画高水
位＋0.5m) 
・計画断面の幅を確保(施工高は計画高水
位＋0.5m) 
・堤防強化(浸透・侵食対策) 

図-7.1.1 円山川緊急治水対策の事業メニュー 

計画高水位

北近畿タンゴ鉄道橋梁架替 堤防断面の確保 

鳥居橋架替 

洪水の流下を阻害する堰の改築を行う。

H.W.L

新田井堰の改築(出石川 2.4k) 

計画高水位

※その他、支川の管理者等と連携して内水対策を実施する。

洪水の流下を阻害する橋梁の架替を行う。

 

北近畿タンゴ鉄道橋梁架替 

新田井堰改築 

立野大橋補強 

鳥居橋架替 
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(2)事業の効果 

 円山川緊急治水対策事業の効果は図-1.1.3 に示すとおりであり、事業完了後は、立野地点におい

て約 1.4m の水位低下が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7.1.2 事業効果の概要 
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●平成 26 年度までに緊急治水対策事業として遊水地を建設することで、300m3/s の洪水

ピークがカットされ 4,900m3/s→5,200m3/s の洪水が処理できる 

【現況】流下能力 3,900m3/s 
 

平成 21 年度まで 
【激特事業】流下能力 4,900m3/s 
 

平成 26 年度まで 
【緊急治水対策】処理流量 5,200m3/s 
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計画高水位 

激特事業で低下させた水位 

約 1.1m 

▽今回の洪水位(氾濫戻し流量時)

約 1.4m 計画高水位 

激特事業で低下させた水位 

緊急治水対策で低下させた水位
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②各断面の対策工法の選定 

■円山川左岸 9.6k 断面 

●現堤防の浸透及び侵食に対する安全度照査結果

浸透に対する照査結果

照査基準値 判定
川表のり面 1.0以上 ○
川裏のり面 1.5以上 ○

鉛直 0.31 ○
水平 0.53 ×

侵食に対する照査結果

照査項目 判定
堤体侵食 ○

高水敷幅b=23.6m、低水河岸高
h=5.0mより、bがHの3倍以上

照査の結果

照査の結果
2.17
2.13

0.5未満

照査基準値
高水敷部の流速が2m/秒以下

照査項目

すべり破壊に対する安全性

パイピング破壊に対する安全性(局所動水勾配)

河岸侵食 高水敷幅bが河岸高Hの2～3倍以上 ○

高水敷部の流速：0.68m/秒

◇円山川左岸：9.4k～9.9k区間

円山川左岸 9.6ｋ上流の横断図

◇高水敷幅は、２３．６ｍ、低水河岸高は５.０ｍ。

◇提体の土質は砂層をコアとし、川裏側に砂質土が腹付け盛土されている。川表側の天端付近は道路
が共用されスファルトで舗装されている。
堤防直下の地盤(基礎地盤)は粘性土が分布している。

◇当該地点は直線部に位置している。

堤防比高4.78ｍ

天端2.72ｍ

(kN/m3) (kN/m2） （°） （cm/sec）

砂質土 Bs1 21 0 35 1.8E-03

砂質土 Bs2 19 19 28 1.4E-05
粘性土 Ac1 18 28 0 1.0E-06
粘性土 Ac2 17 30 0 1.0E-06
砂質土 As1 19 0 35 3.2E-03
砂質土 As2 17 0 35 3.2E-03

地質分類 土質

基礎地盤

堤体

飽和透水係数
記号
単位体積重量
γｔ

粘着力
ｃ

内部摩擦角
φ
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 ＜強化工法＞ 

裏のり尻パイピング対策として、盛土材（ρt=19kN/m
3, c=0kN/m2, φ=30°,k=1×10-3 cm/sec）

による計画堤防断面を確保することで、川裏のパイピング（水平動水勾配）の安全性 0.5 を満足

する結果が得られた。 

 

 

◇円山川左岸：9.4k～9.9k区間

円山川左岸 9.6ｋ上流の横断図（計画断面（裏のり一法））

◇高水敷幅は、２３．６ｍ、低水河岸高は５.０ｍ。

◇拡幅することにより、のり尻部の局所動水勾配が低下し安全性が確保される。

◇当該地点は直線部に位置している。

堤防比高5.45ｍ

天端12.97ｍ

●現堤防の浸透及び侵食に対する安全度照査結果

　浸透に対する照査結果

照査基準値 判定
川表のり面 1.0以上 ○
川裏のり面 1.5以上 ○

鉛直 0.23 ○
水平 0.38 ○

　侵食に対する照査結果

照査項目 判定
堤体侵食 ○

高水敷幅b=23.6m、低水河岸高
h=5.0mより、bがHの3倍以上

照査の結果

照査の結果
1.24
1.67

0.5未満

照査基準値
高水敷部の流速が2m/秒以下

照査項目

すべり破壊に対する安全性

パイピング破壊に対する安全性(局所動水勾配)

河岸侵食 高水敷幅bが河岸高Hの2～3倍以上 ○

高水敷部の流速：0.68m/秒
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■出石川左岸 4.5k 断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現堤防の浸透及び侵食に対する安全度照査結果

浸透に対する照査結果

照査基準値 判定
川表のり面 1.0以上 ○
川裏のり面 1.5以上 ○

侵食に対する照査結果

照査項目 判定
○
○

左岸4.4k：高水敷幅b=9.4m、

河岸高H=2.2mよりbはHの3倍以上

左岸4.6k：高水敷幅b=13.6m、

河岸高H=3.2mよりbはHの3倍以上

河岸侵食 高水敷幅bが河岸高Hの2～3倍以上

高水敷部の流速が2m/秒以下堤体侵食

照査基準値

1.78

1.0以上 0.5 ×

○

左岸4.4kの高水敷部の流速：0.35m/sec

○

左岸4.6kの高水敷部の流速：1.13m/sec

照査の結果

照査項目

すべり破壊に対する安全性

パイピング破壊に対する安全性(盤ぶくれ)

照査の結果
2.27

出石川 　L4.4+97

粘性土 Bc 19 60 0 1.0E-06 粘土主体

砂質土 Bs 19 9 39 1.1E-03

礫質土 Bg 18 2 39 1.0E-03

粘性土 Ac 17 32 0 1.0E-05 シルト主体

砂質土 As 19 0 32 1.7E-02 Φ：推定

礫質土 Ag 18 4 43 5.9E-03

地質
分類

土質 記号 備考

堤体

基礎
地盤

湿潤密度

ρt(kN/m3)

粘着力

C(kN/m2)

内部摩擦角
Φ(°)

飽和透水係数
k(cm/sec)
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＜強化工法＞ 

裏のり尻盤ぶくれ対策として、川表遮水工法(遮水鋼矢板工法)により帯水層を遮断することで、

動水勾配が低下し川裏の盤ぶくれ（G／W）の安全性 1.0 を満足する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現堤防の浸透及び侵食に対する安全度照査結果

　浸透に対する照査結果

照査基準値 判定
川表のり面 1.0以上 ○
川裏のり面 1.5以上 ○

　侵食に対する照査結果

照査項目 判定
○
○

左岸4.4k：高水敷幅b=9.4m、

河岸侵食 高水敷幅bが河岸高Hの2～3倍以上 河岸高H=2.2mよりbはHの3倍以上

左岸4.6k：高水敷幅b=13.6m、

河岸高H=3.2mよりbはHの3倍以上

高水敷部の流速が2m/秒以下堤体侵食
左岸4.6kの高水敷部の流速：1.13m/sec

照査の結果照査基準値

1.77

1.0以上 2.0 ○

○

左岸4.4kの高水敷部の流速：0.35m/sec

○

照査項目

すべり破壊に対する安全性

パイピング破壊に対する安全性(盤ぶくれ)

照査の結果
2.86
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■出石川左岸 7.9k 断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現堤防の浸透及び侵食に対する安全度照査結果

浸透に対する照査結果

照査基準値 判定
川表のり面 1.0以上 ○
川裏のり面 1.5以上 ○

鉛直 0.36 ○
水平 0.55 ×

侵食に対する照査結果

照査項目 判定
堤体侵食 ○

高水敷幅b=13.0m、低水河岸高
h=3.0mより、bがHの5倍程度

照査の結果

照査の結果
1.72
1.51

0.5未満

照査基準値
高水敷部の流速が2m/秒以下

照査項目

すべり破壊に対する安全性

パイピング破壊に対する安全性(局所動水勾配)

河岸侵食 高水敷幅bが河岸高Hの2～3倍以上 ○

高水敷部の流速：0.83ｍ/秒

 

◇出石川左岸：区間7.5ｋ～8.5ｋ

出石川左岸　7.9ｋ下流の横断図

◇高水敷幅は、１３.０ｍ、低水河岸高は３.０ｍ。

◇詳堤体の土質は粘性土をコアとし、川裏側に礫質土を腹つけ下形で構成される。
堤防直下の地盤(基礎地盤)は、礫質土が連続して分布している。また提体直下に粘土層がレンズ状に
存在する。
下流側の断面には、漏水対策として鋼矢板工法が施工されている箇所である

◇当該地点は直線部に位置している。

堤防比高3.77ｍ

天端4.17ｍ

既設矢板
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＜強化工法＞ 

裏のり尻パイピング対策として、盛土材（ρt=19kN/m
3, c=10kN/m2, φ=23°,k=6×10-4 cm/sec）

による裏腹付けを検討したが、計画堤防断面（天端高さ H.W.L+0.5m）を確保することで、川裏の

パイピング（水平動水勾配）の安全性 0.5 を満足する結果が得られた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇出石川左岸：区間7.5ｋ～8.5ｋ

出石川左岸　7.9ｋ下流の横断図（計画断面（裏のり一法）良質盛土材）

◇高水敷幅は、１３.０ｍ、低水河岸高は３.０ｍ。

◇拡幅することにより、のり尻部の局所動水勾配が低下し安全性が確保される。

◇当該地点は直線部に位置している。

堤防比高
3.77ｍ

天端5.40ｍ

既設矢板 

●現堤防の浸透及び侵食に対する安全度照査結果

浸透に対する照査結果

照査基準値 判定
川表のり面 1.0以上 ○
川裏のり面 1.5以上 ○

鉛直 0.34 ○
水平 0.49 ○

　侵食に対する照査結果

照査項目 判定
堤体侵食 ○

高水敷幅b=13.0m、低水河岸高
h=3.0mより、bがHの5倍程度

照査の結果

照査の結果
1.69
1.63

0.5未満

照査基準値
高水敷部の流速が2m/秒以下

照査項目

すべり破壊に対する安全性

パイピング破壊に対する安全性(局所動水勾配)

河岸侵食 高水敷幅bが河岸高Hの2～3倍以上 ○

高水敷部の流速：0.83ｍ/秒
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H.W.L+0.5m



 - 56 -



- 57 -




